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平成20年7月27日リリース分について、その内容及び画面サンプルを記載しております。 
 
 
 
 
（１）申請決裁一覧画面・出勤簿承認一覧画面などで承認印・決裁印をクリックした時、処理後は印を押した同じ場所に戻

るようにしました。 

（２）出勤簿入力画面で編集・削除をした時、処理後は編集・削除ボタンを押した同じ場所に戻るようにしました。 
 
（注）・処理結果がエラーになる場合はクリックした場所ではなくエラーが表示される先頭画面が表示されます。 

・承認印、決裁印を取り消した時、または一括承認の「承認実行」「承認取消」ボタンをクリックした時も同様に表

示されます。 
 
 
（１）＜例 申請決裁一覧画面＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）＜例 出勤簿入力画面＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

機機機能能能拡拡拡張張張のののごごご案案案内内内   ～～～平平平成成成 222000 年年年 777 月月月 222777 日日日～～～ 

１．承認印をクリックした後元の位置に戻します 

一覧画面で承認
印をクリック

一覧の先頭に戻らず元
の位置が表示される 

出勤簿の最終日を入力 

出勤簿の先頭に戻らず元
の位置が表示される 
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（１）申請書発行時に承認者・決裁者に、申請承認・決裁時に申請者に送付される確認メールの機能を整理、強化しました。 

・申請者の本人印を押した時に承認者・決裁者に通知メールを送付するようにしました。 

・申請者の本人印をはずした時（申請を取り下げた時）にも承認者・決裁者に通知メールを送付するようにしました。 

・承認された時、決裁された時、それぞれを区別してメール送信されるよう選択できるようにしました。 

・差し戻しされた時、却下された時にもメール送信されるよう選択できるようにしました。 

 

（２）機能強化に基づき、申請時のメール配信機能について申請書ごとのメール配信の設定方法を変更しました。 

申請書設定画面にメール配信の項目を追加しています。また、申請書類画面でもメール配信の指定方法が変わりました。 
 
＜申請書設定画面のメール配信項目＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜申請書類画面のメール配信項目＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

申請書設定画面の各項目と申請書類画面の設定値との関係は以下の通りです。 
 

申請書設定画面 申請書類画面 

項目 選択できる値 申請書類画面での初期表示 申請時の状態 

送信する(最初発行のみ) 
送信する 

送信する 

送信しない 送信しない 
表示のみ 変更不可 

申請時の承認者・決裁者へのメール 
（注1） 

申請時に任意で選択 送信しない 
選択可能 
送信しない／送信する 

送信する 受信する 
送信しない 受信しない 
送信する（承認時のみ） 受信する（承認時のみ） 
送信する（決裁時のみ） 受信する（決裁時のみ） 

表示のみ 変更不可 

承認・決裁時の申請者へのメール 

申請時に任意で選択 受信しない 

選択可能 
受信しない／受信する／ 
受信する(承認時のみ)／ 
受信する(決裁時のみ)  

送信する 受信する 
送信しない 受信しない 
送信する（差戻時のみ） 受信する（差戻時のみ） 
送信する（却下時のみ） 受信する（却下時のみ） 

表示のみ 変更不可 

差戻・却下時の申請者へのメール 
（注２） 

申請時に任意で選択 受信しない 

選択可能 
受信しない／受信する／ 
受信する(差戻時のみ)／ 
受信する(却下時のみ) 

 

（注1）「申請時の承認者・決裁者へのメール」について 

「送信する（最初発行のみ）」：新規で申請発行した時、及び内容を修正して申請し直した時のみ送信します。 

「送信する」：新規申請、修正申請した時に加え、本人印をはずした時（申請を取り下げた時）、押下し直した時も送信します。 

従来「送信する」に設定していた場合は、リリース後「送信する（最初発行のみ）」になっています。申請を取り下げた時も

メール配信したい場合は「申請書設定」で変更してください。 

（注2）「差戻・却下時の申請者へのメール」について 

リリース後の初期値は「送信しない」になっています。メール配信したい場合は「申請書設定」で変更してください。 

２．申請発行時・申請決裁時の確認メール配信に関する機能を強化 
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（３）申請書の編集時、閲覧時にメール配信についての設定内容を表示するようにしました。 

修正はできませんが、メール配信の方法を確認することができます。 
 
＜申請書類閲覧時＞ 
 
 
 
 
 
 
 
＜申請書類編集時＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
携帯電話で申請する場合においても申請発行時、申請決裁時の確認メール配信機能を使用できるようにしました。 

 
 
 
 
 
 
 
（１）社員設定インポート用ファイルのレイアウトを変更しました。 

すべての社員設定項目をインポートできるようになりました。 

基本的にはエクスポートしたファイルレイアウトをそのままインポートファイルとして使用することができます。 

新しい社員設定インポート用ファイルのレイアウトについては別紙「社員設定インポートファイル形式」を参照してく

ださい。ファイルレイアウト以外でも以下のような機能を追加しています。 
 

・項目名が規定どおりであれば項目の順番を変更することができます。 

・必要な項目だけで取り込みできます。使用しない項目は削除することができます。 

・英語環境の運用時には英語項目名で取り込みできます。 

・印鑑の自動設定ができます。 

・初期設定されている組織分類だけでなく利用者が新たに作成した独自の組織分類についてもインポートできます。 

・インポートデータにエラーがある場合、詳細なエラーメッセージを表示します。 
 
（２）インポート処理時の操作方法を変更しました。 

社員インポートの処理時の途中に表示されていたインポートリスト画面を廃止し、他のインポート処理と同じ操作方法

になるよう統一しました。 
 
 

３．携帯版申請でメール送信機能を追加 

４．社員設定インポートの機能を整理及び強化 
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申請理由の入力文字数を全角・半角区別なく８５文字までとしました。制限文字数を超えて入力した場合はエラーになりま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注）これまでに発行された申請の申請内容については半角文字相当253文字（全角文字は２文字として換算します）まで

は表示します。254文字以上は省略されます。ご了承をお願いいたします。 
 
 
 
 
 
 

申請をエクスポートした時、従来は一覧画面で表示される場合と同じように申請理由と申請内容が同じセルに出力され

ていました。処理しづらいというご指摘を受けて、別セルに分けて出力するようにしました。また申請内容についても

作成されたすべての行（最大１０件）を出力するようにしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月別出勤簿一覧画面に「訂正ログ」ボタンが表示されていましたが、このボタンは勤之助のオプションである操作ログ

機能を使用している場合にのみ有効です。操作ログ機能をご契約いただいていない場合は表示させないようにしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

有休を入力したので
出社／退社をクリア 

５．申請書の申請理由の文字数を85文字までに制限しました。 

６．申請のエクスポートで申請理由と申請内容を別セルに出力するようにしました 

７．月別出勤簿一覧画面において操作ログ機能を使用しない場合は訂正ログボタンを表示しないようにしました



-5- 

 
 
 
 

例えば出張の申請をすることで、届出項目とともに出社時刻・退社時刻を出勤簿に自動入力するような運用をしている

場合、従来は出張の取消申請をすると届出項目は削除されますが自動入力された出社時刻・退社時刻は残っていました。

そのため出勤簿から直接修正で削除する必要がありました。 
今回、取消申請すると届出項目とともに自動入力された出社時刻・退社時刻も削除するようにしました。 

 
 
 
 
 
                       ｢休出(直行直帰)｣の取消申請を発行する 
 
 
 
 
 
 
 
（注）上記のような、勤怠項目に自動設定する届出の申請を取消申請すると、自動設定した勤怠項目（上記の場合は出社１・

退社１）を手修正、又は他の申請で書き換えているような場合でも、勤怠項目に設定されている値は削除されます。 
 
 
 
 
前回の機能拡張で、初期表示されている就業規則も編集・削除できるようになりました。この変更に応じて、就業規則を

新規に作成する方法として、既存の就業規則の複写ボタンだけでなく、追加ボタンでも作成できるようにしました。 
 
 
 
 

８．申請で自動設定された勤怠項目も取消申請で削除されるようにしました 

届出とともに出社１
退社1の値も削除され
ている 

届出｢休出(直行直帰)｣
によって自動的に入
力された値 

９．就業規則設定画面に追加ボタンを表示するようにしました 


